
家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

２ Ga- ８ 中 学 校・ 高 等 学 校 家 庭 科教 員 の生 活 と 意 識
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目的 ： 今日、家庭科の存在意義や目的が再認識されている。本研究は、教育の場で家庭

科教育を担当している女性教員が。どのような教職観や生活意識を持ち、職業生活を送っ

ているかを明らかにすることを主目的としている。あわせて、女性教員の抱える共通の問

題や課題を探ろうとするものである。

方法 ： 郵送による無記名自記式質問紙調査。調査時期は1998 年６月～７月。調査対象

は全国の公立中学校家庭科主任285 名、全国の高等学校家庭科教員285 名。有効回答数

290=   （回収率50.9% ）

結果 ： 分析の結果、以下のようなことが明らかになった。①家庭科教員も未婚化・晩婚

化・少子化傾向の流れの中にある。②生活的・経済的には高い自立意識を持ちながらも。

「家事や育児は女性の役割」という伝統的な性役割の神話から脱却できていない矛盾を内

包している。③職業継続上の２大危機は、育児期と体調不良期であった。これは②で明ら

かにされた家庭科教員が内包する性役割への責任感とそれを実践する担い手であることが

背景にあると考えられる。④家庭科が他の教科と同等の扱いを受けていないと感じている

教員たちが多かった。⑤総じて生活の満足度は極めて高いものの、職場への不満は「家庭

科の扱い」「労働条件や環境」に集中した。これらは④や家庭科の授業の内容とも関わっ

ており､特に男女必修後のカリキュラム編成や教員の配置と強い関連があると考えられる。

以上の結果から、家庭科教員においては大学教育段階も含めて、教貝としてのアイデンテ

ィティをいかに形成するかが教職を継続する上で重要な課題であることが指摘される。

2 Ga- 9　　　　大学生の「男女共同参画」と性役割意識にみる家政学の課題

○井野上浦弓＊　　 鈴木敏子･＊

（*東海大・非、　 ＊＊横浜国立大）

目的　1995 年の北京行動要綱に対応し、日本社会において「男女共同参画社会」の形

成が目指されている。そこで、「男女共同参画社会」の主体を形成しようとする視点から、

大学生の性役割意識を探り。家政学の課題を明らかにすることを目的とする。

方法　横浜国立大学の教養教育科目の総合領域科目において、1998 年度前期に開講さ

れた「性と人生」の受講者を対象にして、男女共同参画に関する知識や性役割意識等を内

容とする調査を実施した。調査日は第12 講の1998 年７月２日の４時限、調査方法は自記

式質問紙法による集合調査で講義開始時に行った。回答数は113 、うち有効・分析数はno

である。男子58 、女子52 、第 １学年51 、第２学年48 、第３学年8 、第４学年 ３である、

結果　 ①家庭や社会における男女の地位関係について尋ねたところ、女子の方が多くの

分野で不平等感を持っている。男性の方が優遇されていると思う者は、「社会全体でみた

場合」80 余％あり、分野別でみると、男子・女子のいずれにも多いのは「職場」90 数％以

上、「政治の場」80% 以上、「家庭生活」60% 前後である。「学校教育」では男女とも70% 前

後の者が男女平等であると感じている。②男子・女子のいずれも、60% 前後の者が「男の

くせに」「女のくせに」、「男らしく」「女らしく」というようなことを言われた経験があ

り、男子には言われたことのない者が比較的多く　17.5%である。③男子・女子とも、自分

らしく生きることを模索している一方、自らに要求された性役割に応じた生き方を選択し

ている状況が見受けられ、家政学や家政教育においてジェンダー意識をめぐる課題が整理

されていく必要があることが示唆されている。
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